
技術情lI!No.l22 

樹木に親しむためのポイント

1 はじめに

昆野県は南北に長〈、標高基も大きいため、生

育している植物は非常に極煩が畳官です。

「長野県植物誌1997Jによると、本県に生育し

ている植物は、木本鎖国l極、竹笹額47.種、革

本矧2.130悼、合計2.778櫨にも及びます.

このうち、私たち轟林 林畢にI却する軍務に深

い悟りを持つ捕物は主に木本{樹木)です.また、

多くの樹木町中から、林畢で造林される針葉樹や

布川広藁樹などに限定すれば、樹磁の数はかなり

少なくなります。

しかし.たとえ盟十舗とはいえ.慣れないと簡

単には覚えられません.そこで.主な樹績の見分

け方についてのヒントをいくつかご紺介します.

2 樹木の見分け方の基礎

樹木を正艦に分類するためのポイントは「花J

です.

でも、花の眠いている時期はごく短期間で、大

半は散日から世週間です.

それ以外の季節は花で見分けることはできませ

ん.そのかわり、もっと便利な方法は「葉」をみ

ることです。

「聾なんでみんな同じに見える」というご意見

もあるでLょう.でも、ちょっとしたポイントを

世えるだけで、 Z監を且分けることができるように

なります.

1 )離の車

車円形はたくさんあるように肥われるでしょう

が.広車樹で4組如、 m植樹で2航蛸に大別され

ます.ただし、おなじみのイチョウはどちらにも

含まれません。

A 広葉樹

I l ) l~藁複葉
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例サクラ矧、ケヤキ

。芽議録ー車身に切れ込みがある草

同 カエデ顔、ヤツデ

②複草 分裂曹の切れ込みがさらに深〈な

り、業身が複世に分断した輩。分断した

小さな撃を小曜と呼ぶ.

oVW複葉ー小さな藁促進liが傘の

ように 1箇所から出て、 I牧町1慣を構

成する車

例 トチノキ
~ 1;;. i 

O羽状複葉 ，)、離がl)i)のように並んで I

枚の藁を構lまする離

同ニセアカンア

③単藁と捜曜の且分け1i

単離の付け棋には，Jfがありますが、小離

にはありません。様車には，)、離がついてい

る軸 (業軸)があ旬、帯離するときには小

躍も聾軸も七 γトで帯ちます.

B 針葉樹

O針状藁ー針のように細くてとがる薫

同 カラマツ、アカマ ツ

O蝶状藁 ，)、さな蝿のような聾

岡 ヒノキ.サワラ

へ

ここまでお話したことを撃型してみると 図ー

1のようになります.
( 

図-1 草の見骨け方
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f町、

氏、・e、
①対生ー2枚ずつ対になってつく 。

岡 カエデ矧.ハナミズキ
ご.‘

②互生ーl枚ずつ交互につ〈 。

岡 サクラ額、ンラカンパ
lH.J.. 

3)聾悼の形

離の融を離縁といい、次の2極顕に分けられま

す.ただし、 I枚の草に両タイプが見られる樹櫨

もあります.

①保面総ー鋸の曲のように縁がギザギザになっ

た車

例サクラ類、カエデ額・r4.tA.
②全線ー鰍闘がなく、融はなめらかな曲線を描

o慣

例 カキ‘ハナミズキ

4)帯車樹常緑樹

①高'A!!樹ー冬に全ての離が1.ちる樹木

岡サクラ舶、カラマツ

①市緑樹ー一年中離がついている樹木.ただし、

離は随時生え蛮わる.

同ヒノキ、スギ

ここで、これまでお話してきた離の形などを椴

式的に占してみます。

図-2 草の形の模式図

( 

不分裂琢 分R" .官級復事 羽状復.. 

3 主な樹木の見骨け方のポイント

これまで続明してきたように.単に 1枚の聾

であって也、ちょ っとした点に注目するだけで、

嫌々な追いがあることがお分かりになったと思い

ます.

また.r科」ゃ 「属Jに共通の特徴があったり、

一且1-'1じに見えても 「姐」毎に微妙な遣いがあっ

たりしますので‘イJ:1/~やレジャーで山へ出かけた

折などに、ちょっと樹木町葉に目を留めてみてく

ださい。

今までとi畠った轟柿の聾が見えて〈るでしょう。

2奴)5.9

では、ここで主な樹木町見分け方の具体的なヒ

ントをいくつかご紹介Lましょう。

IIIクヌギクリ

Oクヨギー鋸歯の先はトゲ状になり、緑色が

白けて白色

Oクリー鋸歯の先が、 トゲ状になるが、クヌ

ギより小ぷりで先溜まで緑色

12)コナラ ミズナラ

Oコナラー鋸曲は大ぷりだが、草身はミズナ

ラより小さく、車柄は約 1cm 

Oミズナラー鋸胡は目立って大きし藁柄は

ほとんど目立たない。

13)ヒノキ・サワラ

Oいずれも車の裏蘭に白い模様があり.これ

は気孔の臨まりである。 ヒノキは Y字形、

サワラは X学形

(4)ニセアカンア (ハリエンジュ) エンジュ

0ニセアカシア 小離の車先がわずかにくぽ

む.

0エンジュ 小離の車先はとがる。

(5)カエデ特

0一見してカエデのN'i聞に且えなくても、カ

エテ'科はすべて葉が対生.避に、カエデに

似ていても‘車が互生ならカエデ科ではな

し、。
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4 おわりに

まだまだ、興味のある見分け方があります.

ぜひ、国緩やインターネ ット等でお確かめくだ

さい.

(指導部訟 村久)
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